
 

 

 

 

 

 

 

 

５.  合同委員会の開催状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-111-



-112-



 

 

 

 

 

 

 

 

5.1 議事次第 
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７．閉会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15:30

平成２９年度　関東農政局管内国営事業総合技術支援業務

合 同 委 員 会

議　事　次　第

開催日時  ：平成３０年  ２月２８日（水）

室内検討　：13:30～15:30

１．開会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　13:30

２．挨拶　　　　　　　　　　　  　　　　　　　　　　　　13:30　～　13:35

３．国営事業総合技術支援について　　　　　　　　　　　　13:35　～　13:50

４．那珂川沿岸地区（青山委員長）　　　　　　　　　　　　13:50　～　14:35

５．三方原用水二期地区（田中委員長）　　　　　　　　　　14:35　～　15:20

６．とりまとめ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15:20　～　15:30
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5.2 出席者名簿 
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【那珂川沿岸地区】

委 員 長 青　山　　咸　康 京都大学　名誉教授

委    員 　 佐　藤　　周　之 高知大学 教育研究部 自然科学系 農学部門　准教授

〃 入　江　　正　樹 清水建設株式会社　土木技術本部　上席エンジニア

〃 佐　藤　　靖　彦 西松建設株式会社　技術研究所　主席研究員

【三方原用水二期地区】

委 員 長 田　中　　忠　次 東京大学　名誉教授

委    員 石　井　　将　幸 島根大学　生物資源科学部　地域環境科学科　准教授

〃 畔　高　　伸　一 (株)熊谷組　土木事業本部　トンネル技術部

〃 　 安　井　　啓　祐
㈱奥村組　西日本支社土木第１部
新北陸トンネル田尻ＪＶ工事所　所長

塩　屋　　俊　一 農村振興部長

江　間　　敏　介 地方参事官（各省調整）

石　川　　英　一 農村振興部　設計課長

佐　藤　　毅 農村振興部　水利整備課長

田　村　　和　義 農村振興部　水利整備課　課長補佐

土地改良技術事務所

内　海　　晋 所長

東　野　　徹　男 専門技術指導官

那珂川沿岸農業水利事業所

田　中　　久　二 所長

栃　木　　能　夫 工事第一課長

金　城　　信　彦 工事第１係

三方原用水二期農業水利事業所

本　間　　光　彦 所長

市　川　　吉　春 調査設計課長

　 齋　藤　　武　志 設計係長

（一財）日本水土総合研究所

松　井　　俊　英 主席研究員

井　上　　吉　弘 主任研究員

平成29年度　関東農政局管内国営事業総合技術支援

合同委員会

出　　　席　　　者　　　名　　　簿

農林水産省　関東農政局
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5.3 議事要旨 
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平成 29 年度 関東農政局管内国営事業総合技術支援 

事業(務)所名 関東農政局土地改良技術事務所 地区名  

合同委員会(開催日：平成 30 年  2 月 28 日) 

委員出席者 

青山 咸康 

（京都大学 名誉教授）  

佐藤 周之 

（高知大学 准教授） 

入江 正樹 

（清水建設㈱） 

佐藤 靖彦 

（西松建設㈱） 

田中 忠次 

（東京大学 名誉教授） 

石井 将幸 

（島根大学 准教授） 

畔高 伸一 

（㈱熊谷組） 

安井 啓祐 

（㈱奥村組） 

関東農政局 
塩屋 俊一 

（農村振興部 部長） 

江間 敏介 

（地方参事官） 

佐藤 毅 

（水利整備課 課長） 

田村 和義 

（水利整備課 課長補佐） 

土地改良技術 

事務所 

内海 晋 

(所長) 

東野 徹男 

(専門技術指導官) 
  

事業所 

担当者 

田中 久二 

(那珂川沿岸農業水利事業所 

所長) 

栃木 能夫 

(那珂川沿岸農業水利事業所 

工事第一課長) 

金城 信夫 

(那珂川沿岸農業水利事業所 

工事第１係長) 

 

本間 光彦 

（三方原用水二期農業水利

事業所 所長） 

市川 吉春 

（三方原用水二期農業水利

事業所 調査設計課長） 

齋藤 武志 

（三方原用水二期農業水利

事業所 設計係長） 

 

総研出席者 
松井 俊英 

（主席研究員）     

井上 吉弘 

（主任研究員）     
  

【検討結果】 

 

主 題  

各地区にて検討した課題について、その内容と意見を説明し、新たな視点から意見・指導を求める。 

 

（那珂川沿岸地区） 

・ＥＰＳの強度について施工時の荷重を考慮して照査することが必要 
・長期間の紫外線で劣化する恐れがあるので外側の被覆の検討が必要。 
・すりつけ部の砂の厚みについて、仕様書に明記してはどうか。 
・支柱に対し引抜き力が発生してくるので、その支柱に対し引抜きの検討が必要となる可能性があ 

る。 

 

（三方原用水二期地区） 

・地盤定数は使う場面に応じて、きめ細かく考えた方がいい。 
・応答変位法を使って地震によりせん断的な力が入る場合、空洞があった方が安全となる計算方法 

もありますので、慎重に計算していただきたい。 
・植生保護範囲は粘土層が多いので影響は受けないと思うが、水分についても配慮した方がよい。 
・土厚が小さい施工時にクラックが発生する可能性があるので注意すること。 
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5.4 議事録 
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開会 

  

塩屋部長挨拶 

  

事務局：資料２説明 

  

栃木課長：資料３（那珂川沿岸地区）説明 

 

青山委員長： P10 において、既設道路拡幅による案を検討されていますが、図示の

４通り検討されているのですか。 

事業所：  既設の道路がある場所を黄線で示しています。現在、地権者と交渉

をしており、どのルートが通れるかは交渉結果を踏まえて検討中です。 

青山委員長：  ４本のルート全てが必要というわけではないのですか。 

事業所：  通れるルートを１本採択します。 

青山委員長：  それは交渉次第ということですか。 

事業所：  そうです。 

佐藤（靖）委員：  P12 において、追加データで非常に分かり易くなっています。せん断

抵抗角φのプロットが何点かマイナスの位置に示されているのは何故

ですか。 

事業所：  グラフの目盛が 10 からの表記になっており、0から 10 の間にプロッ

トされているのでマイナスではありません。 

入江委員：  仮設桟橋の検討において、当初に比べて部材も小さくなり、クレー

ンも 100ｔまで小さくなりいい検討結果だと思います。それでも 100ｔ

のクレーンを使用するので、桟橋すりつけ部のＥＰＳの強度について

は、クレーン走行時等の荷重を考慮して照査することが必要と思いま

す。 

 ＥＰＳの覆土の材料については、設計条件として明確に仕様書に記

載した方がいい。現地発生土では対応できないので購入土になると思

います。 

事業所：  検討に加えます。 

青山委員長：  P21 において、今回ケース４の大型モノレールを採用される訳です

が、経済性だと前回のインクラインが４位で今回の大型モノレールが

２位なのですか。 

事業所：  ケース 4 は大型モノレールではなく通常のモノレールで検討してい

ました。前回までは４ｍ管の運搬で比較していました。 

青山委員長：  前回の検討では何位ですか。 
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事業所：  モノレールは６位になります。 

青山委員長：  機械の様子は P22 に記載がありますが、高さ的に周辺の立木の影響

はないのですか。 

事業所：  借地箇所は伐採し、支障してくる立木があれば、枝葉を切り落とす

交渉をしますので、施工に影響はございません。 

佐藤（靖）委員：  P22 のモノレールの構造について、基礎が支柱で計画されています

が、どのような部材を考えているのですか、また、前回のインクライ

ンの時は低い箇所を枕木で計画されていて、今回モノレールになった

ということで支柱の高さで調整するのですか。 

事業所：  支柱で高さ調整を行います。検討でインクラインの値段は、前回の

ご助言を頂いて安定性を保つために長方形を台形に変更にした結果、

少し上がっています。 

佐藤（靖）委員：  こちらの支柱の方が安定性があっていいと思います。 

佐藤（周）委員：  伐採範囲の評価と経済性の評価そして総合評価がありますが、順位

と総合評価の関連性を教えていただきたい。 

事業所：  基本的に用地条件が第一条件としており、伐採範囲が８ｍを超える

ものはその時点で却下しています。いくら経済性で優れていても地権

者の了解が得られません。例えばケース１は経済性で一番安くなるの

ですが、伐採範囲が多くなるので採用できないとしています。そうい

った条件をクリアして、かつ経済性を考慮してケース４を採択してい

ます。 

佐藤（周）委員：  最終的に判断したのは経済性ですか。 

事業所：  経済性です。 

入江委員：  大型モノレールの施工において、管の設置位置がモノレールの中心

から４ｍ程度ありますが、その時に転倒モーメントが大きく発生する

と思います。モノレールは転倒モーメントに対して、自分でレールを

掴んで安定することになりますか。 

コンサル：  アウトリガーを出す構造になっています。そのアウトリガーで反力

を保つ構造になっています。 

入江委員：  管を敷設する反対側の支柱には大きな引抜き力が発生するので、そ

の支柱に対して引抜きの検討が必要になると思います。 

佐藤（靖）委員：  P14 にすりつけ部をＥＰＳ工法で検討されていますが、外側の被覆は

何か計画されていますか。 

事業所：  そこは何も考えていいなかったので何か必要と思います。 

佐藤（靖）委員：  何もしていない場合、長期間の紫外線で劣化する恐れがあります。

使用期間を踏まえてメーカーに確認をした方がいいと思います。 
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事業所：  わかりました。ありがとうございます。 

安井委員：  P22 の大型モノレールの断面図で、断面の位置によっては法面が長く

なり、管とモノレールとの離隔が大きくなる箇所も発生すると思いま

すが、その時のモノレールの規格は大丈夫ですか。 

事業所：  記載している断面図は、離隔が一番大きくなる断面を選んでいます。 

  

市川課長：資料４（三方原用水二期地区）説明 

  

畔高委員：  P18 において、既設トンネルのフレーム解析を行われていますが、 

Vs＜400m/S の補強とは、具体的にどのような補強ですか。 

事業所：  ５号トンネルについては、現時点でコンクリートの内巻きを考えて

います。 

畔高委員：  P26 に５号トンネルの D2 タイプの配筋図がありますが、この耐震設

計も P18 の解析方法で行われているのですか。 

事業所：  はい、そうです。 

石井委員：  同じく P18 において、メインのトンネルの耐震設計は空洞を考慮し

た計算と理解していいでしょうか。 

事業所：  はい、そうです。 

石井委員：  今度施工するバイパストンネルもそのまま存置するので耐震設計の

対象と説明がありましたが、そのバイパストンネルも空洞を考慮して

いるのか、それとも空洞がない計算なのでしょうか。 

事業所：  充填を考えているので空洞は考慮していません。 

石井委員：  応答変位法を使って地震によりせん断的な力が入る場合、空洞があ

った方が安全となる計算方法もありますので、慎重に計算していただ

きたい。大雑把な話になりますが、常時では空洞があった方が危険と

なり、地震時では空洞があった方が安全となる可能性があります。 

事業所：  わかりました。ありがとうございます。 

田中委員長：  前回の現地調査委員会では耐震についてあまり議論にはならなかっ

たのですが、プレート境界型で検討し、内陸直下型では検討しないこ

とについてはいいと思います。 

 P20 の土質定数の設定ついては、何を念頭に入れて設定しているかが

わからない。自重のことを考えているのであれば圧密非排水になると

思います。こういった定数は使う場面で違うので、きめ細かく考えた

方がいいと思います。 

事業所：  わかりました。 

田中委員長：  下流の坑口部は、基本的に改良が出来ないので有筋の D2 タイプの施
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工になり、施工にあたって植生に影響を与えない配慮はされています。

その周辺はオオタカといった鳥類に対する心配は必要ないのですか。 

事業所：  森林公園内ということで野鳥もたくさん生息していますが、オオタ

カのように配慮しなければいけない鳥類はいませんので、現在は考え

ていません。 

田中委員長：  植生の場合は水分にもかなり敏感で、植生保護範囲は粘土層が多く

影響は受けないと思いますが、水分についても配慮してください。 

事業所：  土被りが確保されたとはいえ水分の影響が懸念されますので、注意

深く配慮していきます。 

田中委員長：  仮設橋については断面を見直したということですか。 

事業所：  断面を見直してスパンを広げ、構造物への影響を回避しています。 

田中委員長：  このような断面のイメージということですか。 

事業所：  そうです。 

田中委員長：  D2 タイプにおいて、有筋でこの覆工厚に対し、スランプが小さいと

いう問題に対しては、他地区の事例を収集しているということですか。 

事業所：  他地区の事例を収集したいと思っています。 

田中委員長：  現地調査委員会でご指摘頂いたものがP12にまとめられていますが、

それぞれに対し対策を検討されていいと思います。 

石井委員：  今回用意していただいた地下水位についてですが、孔内水位が粘土

層より上や下になっている箇所があります。ボーリング孔が粘土層よ

り下に完全に届いている箇所は孔内水位が低く、粘土層まで届いてい

ない箇所は孔内水位が高くなっています。孔内水位が高いところは粘

土層より下が被圧地下水になっている訳ではなく、粘土層より上の箇

所の地下水が出ているという理解でいいですか。 

事業所：  はい。 

石井委員：  粘土層より下は別の帯水層になっていると思うのですが、そこの地

下水位は総じて低いということですか。 

事業所：  はい。 

石井委員：  その結果、工事上支障がないという結論ですか。 

事業所：  はいそうです。 

安井委員：  P14 に盛土荷重と車軸荷重で構造照査と記載がありますが、地山の荷

重も考慮されているのですか。 

コンサル：  地山が 85 ㎝あり、その上に 95 ㎝盛るので、トータル 1.8ｍとなり、

単位重量が 19KN で上載して検討しています。 

安井委員：  現地調査の時に幾つか質問させていただいたことについて、資料を

準備していただき有難うございました。特に P21 以降の地下水位の関
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係資料では、地上の植生保護範囲を考慮して、この範囲に対し低土被

りのトンネル形式を採用するということですね。礫質土であれば地下

水の影響はあるかもしれないという観点から質問させていただきまし

たが、P21 に既設トンネルの過去の事例が記載されていて十分解りま

す。また、内部調査をしたときに湧水が見られなかったというコメン

トもあるので、問題は無いことが確認できました。 

  P25 において、トンネル下流部の低土被り区間についても粘性土がト

ンネル全面に分布しており、切羽も立つので施工上問題はないかと思

います。 

 P26 については、検討を宜しくお願いします。 

  P27 の 10ｔダンプの軌跡について、道路からはみ出ているように見

えますが、借地か何かするのですか。 

事業所：  道路幅はありますが、境界を確認する必要があります。部分的に借

地が発生する可能性もあります。 

入江委員：  P14 の照査結果について、コンクリートの許容せん断応力度が通常に

比べて大きいような気がしますが、古い構造物なので古い基準で照査

されたのですか。 

コンサル：  土地改良設計基準に定められている許容せん断応力度で照査してい

ます。これは長期強度で、実際は短期の施工となればもっと安全側と

なります。 

入江委員：  覆土完成後は構造安定に必要な側圧が確保されますが、施工時は地

山のみの側圧となるので、カルバート頂版に軸方向のクラックが発生

する場合もあります。慎重な施工をお願いします。 

田中委員長：  先程の説明でもあったように敷鉄板等も考慮していただきたい。 

事業所：  現況施設の機能診断も行っていますので、その結果を踏まえて必要

な対策があれば行いたいと思います。 

  

事務局：資料５説明 

 

閉会 
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5.5 検討結果の整理 
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言
等
に
対
す
る
検
討
結
果
 

合
同

委
員
会

で
の

助
言

等
 

１
 

左
岸
側
の
仮
桟
橋
す
り
つ
け
部
に
お
い
て
、

桟
橋
に
影
響
の
な
い
土
留
め
工
法
、
盛
土
方

法
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
 

桟
橋
に
影
響
し
な
い
土
留
・
盛
土
方
法
を
検
討
し
、
浮
力

に

対
す

る
安

全
性

が
確

認
で

き
た

軽
量

盛
土

工
法

（
発

泡
ｽ
ﾁ
ﾛ
ｰ
ﾙ

土
木

工
法

／
E
P
S
工

法
）

を
採

用
す

る
こ

と
と

し
た

。
 

・
浮
力
の
検
討
結
果
（
最
厚
部
）
 

2
4.

0 
＜

 2
7.
0
 k

N/
㎡

(覆
土
厚

1
.5

m)
 

安
全
率
 
1
.
1
3
 
≧

 
1
.
1
 

・
Ｅ
Ｐ
Ｓ
の
強
度
に
つ
い
て
は
、
ク
レ
ー
ン
走
行
時
等
の
荷

重
を
考
慮
し
て
照
査
す
る
こ
と
が
必
要
。
 

・
長
期
間
の
紫
外
線
で
劣
化
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
使
用

期
間
を
踏
ま
え
被
覆
の
必
要
性
を
確
認
し
た
方
が
よ
い
。
 

・
す
り
つ
け
部
の
Ｅ
Ｐ
Ｓ
の
覆
土
の
材
料
に
つ
い
て
仕
様
書

に
明
記
し
た
方
が
よ
い
。
 

２
 

土
質
調
査
結
果
の
デ
ー
タ
数
が
少
な
い
の

で
、
那
珂
川
地
区
の
他
の
工
事
の
土
質
調
査

結
果
等
を
参
照
し
て
は
ど
う
か
。
 

近
傍
工
事
の
土
質
調
査
結
果
を
収
集
し
、
地
層
の
大
半
を
占

め
る

A
c
層
の
デ
ー
タ
数
を
追
加
し
て
統
計
処
理
を
行
っ
た
。
 

・
デ

ー
タ

数
（

A
c
層

）
 

 
湿
潤
密
度
ρ
t
（
ｇ
／
㎝

3
）
 
３
→

1
5
点
 

 
粘
着
力
 
ｃ
u
（
Ｋ
Ｎ
／
㎡
）
 
３
→
1
5
点
 

 
せ
ん
断
抵
抗
角

φ
（
°
）
 
 
0→

 9
点
 

 

３
 

河
積
の
阻
害
率
を
満
足
す
る
範
囲
で
仮
設

桟
橋
の
ス
パ
ン
、
材
料
を
再
検
討
し
て
は
ど

う
か
。
 

材
料
の
規
格
等
を
見
直
し
、
４
径
間
の
仮
橋
を
検
討
し
た
結

果
、
阻
害
率
・
経
済
性
か
ら

4
径
間
が
有
利
と
な
っ
た
た
め
、

3
径
間
→
4
径
間
に
改
め
た
。
 

・
部
材
も
ク
レ
ー
ン
も
小
さ
く
な
り
、
前
回
と
比
べ
て
い
い

検
討
結
果
に
な
っ
た
と
評
価
で
き
る
。
 

４
 

Ｈ
型
鋼
引
抜
き
後
の
処
理
を
セ
メ
ン
ト
ミ

ル
ク
以
外
の
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
や
砂
充
填
で

も
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
 

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

使
用

に
つ

い
て

河
川

管
理

者
に

確
認

を
行

い
、
Ｈ
型
鋼
引
抜
き
後
の
処
理
は
堤
防
部
の
み
（
河
床
部
は
不

要
）
と
し
、
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
の
使
用
に
つ
い
て
も
了
解
が
得
ら

れ
た

こ
と

か
ら

、
セ

メ
ン

ト
･
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
混

合
材

を
使

用

す
る
こ
と
と
し
た
。
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（
斜
面
工
）
 

№
 

現
地
調
査
委
員
会
で
の
助
言
事
項
等
 

現
地
調
査
委
員
会
で
の
助
言
等
に
対
す
る
検
討
結
果
 

合
同

委
員
会

で
の

助
言

等
 

５
 

掘
削
が
深
い
箇
所
の
法
勾
配
は
、
土
質
に
合

わ
せ
て
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
 

「
設
計
基
準
（
パ
イ
プ
ラ
イ
ン

p
5
2
8
）
」
に
準
拠
し
、
掘
削
法

勾
配
を
決
定
す
る
。
 

 

 

６
 

枕
木
の
固
定
方
法
及
び
転
倒
に
関
す
る
検

討
を
し
て
は
ど
う
か
。
 

再
検
討
の
過
程
に
お
い
て
、
６
m
管
が
運
搬
で
き
る
大
型

ﾓ

ﾉ
ﾚ
ｰ
ﾙ
（
N
E
T
I
S
登
録
）
工
法
の
情
報
を
得
た
。
 

こ
の

工
法

を
検

討
し

た
結

果
、

当
該

工
事

に
有

利
な

工
法

で
あ

る
こ

と
か

ら
、

斜
面

工
の

仮
設

工
法

を
ｲ
ﾝ
ｸ
ﾗ
ｲ
ﾝ
工

法
か

ら
大
型
ﾓ
ﾉ
ﾚ
ｰ
ﾙ
工
法
に
見
直
す
こ
と
と
し
た
。
 

・
工
法
の
経
済
比
較
 

 
ｲ
ﾝｸ
ﾗｲ
ﾝ 

 
 
 
1.
00
 

 
大
型
ﾓ
ﾉ
ﾚ
ｰ
ﾙ
 
 
0
.
9
7
（
見
直
し
工
法
）
 

 
ﾓ
ﾉﾚ
ｰﾙ
 
 
 
 
1
.2
8 

・
管

を
敷

設
す

る
反

対
側

の
支

柱
に

は
大

き
な

引
抜

き
力

が

発
生

す
る

の
で

、
そ

の
支

柱
に

対
し

て
引

抜
き

の
検

討
が

必
要
。
 

 （
そ
の
他
）
 

№
 

現
地
調
査
委
員
会
で
の
助
言
事
項
等
 

現
地
調
査
委
員
会
で
の
助
言
等
に
対
す
る
検
討
結
果
 

合
同

委
員
会

で
の

助
言

等
 

７
 

発
進
の
形
状
を
施
工
性
・
安
全
性
を
考
慮
し

て
見
直
し
て
は
ど
う
か
。
 

 

立
抗
が
深
い
た
め
、
安
全
性
を
考
慮
し
、
リ
ヤ
ガ
ー
ド
付
き

梯
子
を
設
置
す
る
ス
ペ
ー
ス
(
0
.
6
m
)
を
確
保
し
た
。
こ
れ
に
よ

り
、
立
坑
の
形
状
（
大
き
さ
）
を
見
直
し
す
る
こ
と
と
し
た
。
 

 

８
 

改
良
に
よ
り
鋼
矢
板
が
抜
け
な
く
な
っ
た

時
の
対
応
策
を
検
討
し
て
お
い
た
方
が
良

い
の
で
は
な
い
か
。
 

 

地
盤

改
良

に
よ

り
鋼

矢
板

が
抜

け
な

い
事

が
懸

念
さ

れ
る

場
合
は
、
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
カ
ッ
タ
ー
（
含
水
す
る
と
ゼ
リ
ー
化

す
る
化
学
処
理
剤
）
を
矢
板
に
塗
布
し
、
潤
滑
効
果
を
利
用
し

て
摩
擦
力
を
低
下
さ
せ
る
対
策
を
講
じ
る
。
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平
成

2
9
年
度
 
関
東
農
政
局
管
内
国
営
事
業
総
合
技
術
支
援
業
務
 

三
方
原
用
水
二
期
地
区
 
地
区
 
現
地
調
査
委
員
会
・
合
同
委
員
会
で
の
助
言
・
検
討
概
要

 

 （
５
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
の
実
施
設
計
に
か
か
る
検
討
）
 

№
 

現
地
調
査
委
員
会
で
の
助
言
事
項
等
 

現
地
調
査
委
員
会
で
の
助
言
等
に
対
す
る
検
討
結
果
 

合
同

委
員
会

で
の

助
言

等
 

１
 

仮
設
橋
に
つ
い
て
、
既
設
水
路
に
影
響
が
無

い
構
造
を
検
討
す
る
こ
と
。
 

仮
設

橋
の

桁
受

け
位

置
は

既
設

水
路

の
側

壁
に

影
響

が
な

い

位
置
ま
で
離
す
こ
と
と
す
る
。
 

 

２
 

植
生
保
護
範
囲
に
つ
い
て
は
、
粉
塵
の
影
響

を
受
け
な
い
対
策
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。
 

粉
塵

対
策

と
し

て
、

切
土

面
を

土
木

安
定

シ
ー

ト
で

防
護

す

る
。
 

・
植

生
保

護
範

囲
は

粘
土

層
が

多
い

の
で

影
響

は
受

け
な

い

と
思
う
が
、
水
分
に
つ
い
て
も
配
慮
し
た
方
が
よ
い
。
 

３
 

長
石
放
水
口
を
横
断
す
る
箇
所
に
つ
い
て
、

放
水
口
の
構
造
を
確
認
す
る
こ
と
。
 

前
歴

事
業

の
図

面
か

ら
構

造
を

確
認

し
盛

土
及

び
車

輌
荷

重

に
耐
え
る
事
を
確
認
し
た
。
 

・
土

厚
が

小
さ

い
施

工
時

に
ク

ラ
ッ

ク
が

発
生

す
る

可
能

性

が
あ
る
の
で
注
意
す
る
こ
と
。
 

４
 

下
流
部
の
坑
口
の
耐
震
解
析
を
行
う
の
で

あ
れ
ば
、
ど
の
よ
う
な
解
析
を
す
る
の
か
明

確
に
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
。
 

H
22

年
度

三
方

原
用

水
二

期
地

区
大

規
模

地
震

対
策

検
討

委

員
会

で
承

認
さ

れ
た

耐
震

解
析

手
法

に
基

づ
き

解
析

を
行

っ

て
い
る
。
 

・
応
答
変
位
法
を
使
っ
て
地
震
に
よ
り
せ
ん
断
的
な
力
が
入
 

る
場

合
、

空
洞

が
あ

っ
た

方
が

安
全

と
な

る
計

算
方

法
も

あ
り
ま
す
の
で
、
慎
重
に
計
算
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
 

５
 

耐
震
性
の
検
討
を
行
う
箇
所
に
つ
い
て
は

地
盤
定
数
の
Ｃ
・
φ
の
定
義
を
明
確
に
し
た

方
が
よ
い
。
 

ま
た
、
耐

震
性
の
検
討
に
あ
た
っ
て
、
内
陸

活
断
層
型
の
地
震
を
考
慮
し
て
は
ど
う
か
。
 

地
盤
定
数
に
つ
い
て
は
定
義
を
明
確
に
し
た
。
 

ま
た
、
J
-
S
H
I
S
で
導
水
幹
線
付
近
に
活
断
層
が
な
い
こ
と
、

海
溝
型
地
震
発
生
領
域
に
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
 

・
地

盤
定

数
は

、
使

う
場

面
に

応
じ

て
き

め
細

か
く

考
え

た

方
が
い
い
。
 

６
 

地
質
縦
断
図
や
ボ
ー
リ
ン
グ
結
果
が
あ
れ

ば
示
し
て
ほ
し
い
。
ま
た
、
地
盤
の
透
水
性

や
地
下
水
の
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。
 

ボ
ー

リ
ン

グ
孔

内
水

位
に

よ
る

地
下

水
位

、
湧

水
圧

試
験

、

５
号

ト
ン

ネ
ル

湧
水

状
況

、
５

号
ト

ン
ネ

ル
施

工
時

報
告

よ

り
ト

ン
ネ

ル
掘

削
時

に
お

い
て

地
下

水
は

影
響

な
い

と
判

断

し
た
。
 

 

７
 

覆
工
コ
ン
ク
リ
ー
ト
に
つ
い
て
、
骨
材
の
配

覆
工

コ
ン

ク
リ

ー
ト

の
品

質
は

土
地

改
良

事
業

計
画

設
計

基
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№
 

現
地
調
査
委
員
会
で
の
助
言
事
項
等
 

現
地
調
査
委
員
会
で
の
助
言
等
に
対
す
る
検
討
結
果
 

合
同

委
員
会

で
の

助
言

等
 

合
や
ス
ラ
ン
プ
等
流
動
性
に
つ
い
て
は
、
施

工
性
を
考
慮
に
入
れ
た
検
討
を
し
て
ほ
し

い
。
 

準
「
水
路
ト
ン
ネ
ル
」
に
準
拠
す
る
。
 

 

８
 

５
号
バ
イ
パ
ス
ト
ン
ネ
ル
上
流
坑
口
部
へ

の
工
事
用
進
入
路
の
線
形
に
つ
い
て
、
最
低

限
の
ダ
ン
プ
走
路
の
確
保
や

2
0
t
の
低
床

ト
レ
ー
ラ
ー
が
入
る
こ
と
を
想
定
し
た
検

討
を
行
う
こ
と
。
 

５
号

バ
イ

パ
ス

ト
ン

ネ
ル

上
流

坑
口

部
へ

の
工

事
用

進
入

道

路
は
、
1
0
t
ダ
ン
プ
は
通
過
可
能
で
あ
る
。
 

2
0
t
低
床
ト
レ
ー
ラ
ー
は
盛
土
を
行
い
、
ス
イ
ッ
チ
バ
ッ
ク
で

通
過
す
る
こ
と
と
す
る
。
 

 

 

９
 

覆
工
内
で
退
避
で
き
る
区
間
を

3
0
0
～

4
0
0
m
に

１
ヶ

所
は

設
け

る
必

要
が

あ
る

。

ま
た
、
坑
口
の
ズ
リ
の
仮
置
き
場
に
お
い

て
、
ピ
ッ
ト
の
深
さ
を
１
日
の
作
業
量
を
考

え
て
計
画
す
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
縦
断

勾
配
と
地
質
を
考
慮
し
て
坑
内
の
排
水
に

つ
い
て
も
配
慮
す
る
必
要
が
あ
る
。
 

退
避

所
の

設
置

間
隔

は
サ

イ
ク

ル
タ

イ
ム

よ
り

検
討

す
る

。

ズ
リ

ピ
ッ

ト
の

規
模

は
昼

夜
施

工
量

を
考

慮
し

て
決

定
す

る
。
逆
勾
配
の
た
め
坑
内
排
水
は
ポ
ン
プ
使
用
を
検
討
す
る

。
 

 

1
0 

５
号
ト
ン
ネ
ル
上
流
坑
口
部
付
近
の
排
水

ヒ
ュ
ー
ム
管
に
つ
い
て
、
漏
水
の
可
能
性
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
工
事
に
支
障
が
な
い
よ
う

取
り
扱
い
に
留
意
し
て
ほ
し
い
。
 

ト
ン
ネ
ル
工
事
中
の
排
水
路
の
切
回
し
方
法
を
検
討
し
た
。
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5.6 合同委員会資料 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

-139-



-140-



田中　久二 （所長） 本間　光彦 （所長）

栃木　能夫 （工事第一課長） 松下　雄次 （次長）

谷崎　　勉 （技術専門官） 市川　吉春 （調査設計課長）

丹下　重俊 （工事第１係長） 谷澤　善之 （技術専門官）

金城　信彦 （工事第１係） 齋藤　武志 （設計係長）

水上　知沙子 （係員）

農村振興部 農村振興部

江間　敏介 （地方参事官） 江間　敏介 （地方参事官）

田村　和義 （水利整備課　課長補佐） 田村　和義 （水利整備課　課長補佐）

辻　伊一郎 （水利整備課　国営第２係長）

土地改良技術事務所 土地改良技術事務所

佐藤　敦史 （専門技術指導官） 内海　　晋 （所長）

東野　徹男 （専門技術指導官） 東野　徹男 （専門技術指導官）

傍島　裕人 （主任研究員） 傍島　裕人 （主任研究員）

井上　吉弘 （主任研究員） 井上　吉弘 （主任研究員）

平成29年度　関東農政局管内国営事業総合技術支援業務
開催委員会　一覧

資料1

島根大学　生物資源科学部
地域環境科学科　准教授委

　
員

石井　将幸

外部技術者

事業(務)所名 那珂川沿岸農業水利事業所 三方原用水二期農業水利事業所

地区名 那珂川沿岸地区 三方原用水二期地区

所在県 茨城県 静岡県

畔高　伸一

事業所

日本水土総合研究所

関東農政局

学識経験者

入江　正樹

西松建設株式会社
技術研究所　主席研究員

開催日
平成30年 1月11日
（現地調査委員会）

平成30年 1月31日
（現地調査委員会）

青山　咸康 田中　忠次

株式会社奥村組　西日本支社
新北陸トンネル田尻ＪＶ工事所　工事所長

東京大学
名誉教授

清水建設株式会社
土木技術本部　上席エンジニア

株式会社熊谷組
土木事業本部　トンネル技術部

安井　啓祐佐藤　靖彦

佐藤　周之

京都大学
名誉教授

高知大学 教育研究部
自然科学系 農学部門　准教授

-141-



国
営

事
業

総
合

技
術

支
援

業
務

に
つ

い
て

資
料
２

１

１
.国

営
事

業
総

合
技

術
支

援
業

務
の

役
割

２
.過

年
度

の
検

討
事

例

３
.平

成
2

9
年

度
現

地
調

査
委

員
会

の
概

要
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1
.国

営
事

業
総

合
技

術
支

援
業

務
の

役
割

【
原

因
】

・
設

計
・

施
工

計
画

段
階

で
図

面
だ

け
で

は
読

み
取

れ
な

い
リ

ス
ク

の
抽

出
不

足
・

検
討

業
務

や
現

場
で

の
経

験
不

足
・

施
工

実
績

の
少

な
い

工
法

の
選

定
等

設 計 ・ 施 工 計 画

工 事 着 手

工
法

変
更

計
画

変
更

【
背

景
】

２

工 事 の 手 戻 り 発 生

工
事

着
手

後
、

現
場

条
件

や
制

約
条

件
に

よ
っ

て
は

、
工

法
変

更
や

計
画

変
更

が
必

要
と

な
り

、
工

事
の

手
戻

り
が

発
生

す
る

可
能

性
が

あ
り

ま
す

。
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設 計 ・ 施 工 計 画

工 事 着 手

工 事 完 了

【
支

援
業

務
の

役
割

】

学
識

経
験

者
等

の
産

学
民

の
知

見
や

技
術

力
を

活
用

課 題 の 事 前 解 決

設
計

の
品

質
向

上
円

滑
な

工
事

の
進

捗

プ
ロ

セ
ス

・
成

果
の

共
有

→
農

政
局

管
内

職
員

の
技

術
力

の
向

上
３

国
営

事
業

総
合

技
術

支
援

業
務

で
は

、
設

計
・

施
工

計
画

段
階

に
お

い
て

学
識

経
験

者
等

の
知

見
や

技
術

力
を

活
用

す
る

事
に

よ
っ

て
、

設
計

の
品

質
向

上
や

施
工

段
階

で
発

生
し

う
る

課
題

・
問

題
を

事
前

に
解

決
し

、
円

滑
な

工
事

の
進

捗
を

図
り

ま
す

。

ま
た

、
事

例
の

解
決

に
至

る
プ

ロ
セ

ス
や

成
果

を
共

有
す

る
こ

と
に

よ
り

、
農

政
局

管
内

の
技

術
者

の
一

層
の

技
術

力
向

上
に

寄
与

し
ま

す
。
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地
区

検
討

課
題

印
旛

沼
二

期
地

区
（

千
葉

県
）

超
軟

弱
地

盤
で

実
施

す
る

埜
原

排
水

機
場

工
事

・
地

質
調

査
結

果
の

評
価

及
び

設
計

へ
の

適
用

の
妥

当
性

の
検

証

・
超

軟
弱

地
盤

に
お

け
る

施
工

計
画

に
つ

い
て

、
施

工
の

安
全

性
を

踏
ま

え
て

課
題

と
留

意
点

の
整

理

竜
西

地
区

（
長

野
県

）

天
竜

川
伏

越
工

事

・
工

事
施

工
箇

所
周

辺
の

自
然

環
境

、
隣

接
民

家
、

中
電

構
造

物
、

ア
ス

コ
ン

会
社

等
へ

配
慮

し
た

仮
設

工
の

課
題

の
整

理

・
築

造
さ

れ
る

伏
越

工
の

維
持

管
理

に
お

け
る

課
題

の
整

理

・
地

質
調

査
結

果
の

評
価

及
び

実
施

予
定

の
地

質
調

査
内

容

・
河

川
区

域
内

の
既

設
構

造
物

撤
去

に
お

け
る

課
題

の
整

理

４

２
.過

年
度

の
検

討
事

例
（

平
成

2
8

年
度

）
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３
.現

地
調

査
委

員
会

の
概

要

○
那

珂
川

沿
岸

地
区

○
三

方
原

用
水

二
期

地
区

５
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１
）

地
区

の
概

要

那
珂

川
沿

岸
地

区
位

置
図

及
び

地
区

の
状

況

周
辺

台
地

：
畑

地
帯

ね
ぎ

・
は

く
さ

い
・

加
⼯

⽤
い

も
・

い
ち

ご

周
辺

台
地

：
畑

地
帯

ね
ぎ

・
は

く
さ

い
・

加
⼯

⽤
い

も
・

い
ち

ご

受
益

⾯
積

8,
61

7h
a

関
係

市
町

⽔
⼾

市
外

７
市

町
村

東
京

か
ら

10
0k

m
常

磐
⾃

動
⾞

道
が

縦
断

○
茨

城
県

の
農

業
産

出
額

は
９

年
連

続
全

国
第

２
位

○
⽔

⼾
市

を
中

⼼
と

す
る

当
地

域
は

地
の

利
も

良
く

、
気

候
も

温
暖

で
気

象
災

害
も

少
な

い
な

ど
恵

ま
れ

た
⽴

地
条

件
の

も
と

、
県

下
有

数
の

農
業

地
帯

を
形

成

那
珂

川
流

域
低

平
地

：
⽔

⽥
地

帯
コ

シ
ヒ

カ
リ

那
珂

川
流

域
低

平
地

：
⽔

⽥
地

帯
コ

シ
ヒ

カ
リ

○
那

珂
川

沿
岸

地
区

６
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２
）

地
区

の
事

業
目

的

■
⼩

河
川

、
地

下
⽔

等
を

⽔
源

と
し

て
い

る
⽔

⽥
や

天
⽔

に
依

存
し

て
い

る
畑

に
お

い
て

⽤
⽔

が
不

⾜
■

⼩
区

画
で

不
整

形
な

ほ
場

、
狭

⼩
、

屈
折

、
蛇

⾏
し

た
道

路
■

農
業

⽔
利

施
設

の
⽼

朽
化

に
伴

う
機

能
低

下
が

発
⽣

不
安

定
な

農
業

経
営

を
余

儀
な

く
さ

れ
て

い
る

⾼
収

益
作

物
へ

の
転

換
が

難
し

い

農
地

の
整

備
等

（
関

連
事

業
）

●
⼩

区
画

で
不

整
形

な
ほ

場
●

狭
⼩

，
屈

折
，

蛇
⾏

し
た

道
路

○
区

画
整

理
に

よ
り

整
備

さ
れ

た
ほ

場
○

整
備

が
進

む
幹

線
道

路
，

⽀
線

道
路

〇
区

画
整

理
⼯

A
=

 6
8.

3h
a

・
耕

作
放

棄
地

の
発

⽣
が

懸
念

・
後

継
者

不
⾜

・
営

農
に

多
⼤

な
労

⼒
・

農
地

流
動

化
に

⽀
障

基
盤

整
備

農
業

⽤
⽔

の
確

保
ダ

ム
の

建
設

農
業

⽤
⽔

の
確

保

⽔
路

の
新

設
、

改
修

農
業

⽤
⽔

の
安

定
供

給

御
前

⼭
ダ

ム

管
⽔

路
の

敷
設

既
設

⽔
路

の
改

修

国
営

事
業

で
確

保
さ

れ
た

農
業

⽤
⽔

を
関

連
事

業
で

受
益

農
地

ま
で

配
⽔

す
る

と
と

も
に

、
農

地
の

⼤
区

画
化

を
図

る
整

備
等

（
国

営
茨

城
中

部
地

区
、

県
営

事
業

）
を

推
進

「
柳

河
地

区
」

無
か

ん
⽔

ほ
場

か
ん

⽔
ほ

場

良
品

外
品

良
品

外
品

農
業

⽣
産

性
の

向
上

加
⼯

⽤
か

ん
し

ょ
の

事
例

（
実

証
試

験
結

果
）

良
品

の
収

量
が

約
40

％
増

加

・
基

盤
整

備
の

実
施

に
よ

り
，

借
り

⼿
の

需
要

が
増

え
，

農
地

中
間

管
理

事
業

を
活

⽤
し

て
集

積
・

さ
ら

に
，

⼤
規

模
経

営
が

可
能

な
基

盤
が

で
き

た
こ

と
に

よ
り

、
地

区
外

の
担

い
⼿

と
の

マ
ッ

チ
ン

グ
に

よ
り

新
規

就
農

者
が

増
加

Ｊ
Ａ

個
人

担
い
手

農
業

生
産

法
人
（
地

域
外

）

農
業

生
産

法
人
（
地

域
内

）

新
規

就
農

者

面
積

H
2
7

1
9
.7
h
a

H
2
8

7
.4
h
a

H
2
9
(予

定
)

1
0
.5
h
a

農
地
中
間
管
理

事
業

の
活
用
状
況

担
い

⼿
へ

の
利

⽤
集

積
・

規
模

拡
⼤

関
連

事
業

「
柳

河
地

区
」

の
事

例

・
新

規
就

農
者

の
参

⼊
に

よ
り

ブ
ラ

ン
ド

作
物

の
⽣

産
が

拡
⼤

（
柔

⽢
ね

ぎ
※

（
平

成
30

年
２

⽉
地

理
的

表
⽰

（
GI

）
と

し
て

登
録

）
）

・
今

後
⽤

⽔
整

備
を

進
め

，
⾼

収
益

作
物

の
更

な
る

⽣
産

拡
⼤

を
⽬

指
す

。

柔
⽢

ね
ぎ⾼
収

益
作

物
の

⽣
産

拡
⼤

農
業

⽤
⽔

不
⾜

の
解

消
⽼

朽
化

し
た

施
設

の
改

修
農

業
⽤

⽔
の

確
保

安
定

的
な

⽤
⽔

供
給

農
業

の
⽣

産
性

の
向

上
農

業
経

営
の

安
定

天
⽔

に
依

存
す

る
農

地

現
状

期
待

さ
れ

る
効

果

７
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施
設

新
設

改
修

ダ
ム

1箇
所

－

頭
首
工

－
1箇

所

揚
水
機
場

1箇
所

4箇
所

用
水
路

61
km

62
km

・
ダ

ム
・

揚
⽔

機
場

・
農

業
⽤

⽤
⽔

路
（

管
⽔

路
）

・
頭

⾸
⼯

・
揚

⽔
機

場
・

農
業

⽤
⽤

⽔
路

＜
農

業
⽔

利
施

設
の

新
設

＞

＜
⽼

朽
化

し
た

既
存

施
設

の
改

修
＞御
前
⼭
ダ
ム

H
24
.8
完
成

管
⽔
路
施
⼯
状
況

⼩
場
江
頭
⾸
⼯

⼩
場
江
頭
⾸
⼯

本
体
部
の
改
修
は
完
了

既
設
開
⽔
路

既
設
開
⽔
路

施
⼯
状
況

＜
対

象
施

設
概

要
＞

3
）

地
区

の
事

業
概

要

主
要

⼯
事

計
画

８
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到
達

立
坑

発
進

立
坑

那
珂

川
沿

岸
地

区
検

討
テ

ー
マ

①

藤
井

川
に

架
設

す
る

仮
設

進
⼊

路
に

つ
い

て
、

基
礎

杭
の

施
⼯

に
よ

る
河

川
堤

体
や

推
進

管
へ

の
影

響
を

踏
ま

え
た

仮
設

計
画

の
検

討
に

係
る

課
題

と
留

意
点

の
整

理

９

【
現

場
の

主
な

特
徴

】

○
藤

井
川

横
断

部
に

お
け

る
推

進
管

の
施

工
に

際
し

、
左

岸
側

の
到

達
立

坑
へ

の
重

機
・

資
材

の
運

搬
経

路
を

確
保

す
る

必
要

。

○
藤

井
川

左
岸

側
へ

の
道

路
は

狭
く

、
急

カ
ー

ブ
も

あ
り

、
大

型
車

両
が

進
入

で
き

な
い

。

○
出

水
期

で
も

仮
橋

の
存

置
が

可
能

（
許

可
）

。

○
H

鋼
杭

打
設

に
伴

い
、

推
進

管
や

堤
体

へ
の

影
響

を
考

慮
す

る
必

要
。
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【
現

場
の

主
な

特
徴

】

○
地

権
者

と
の

協
議

に
よ

り
、

借
地

範
囲

は
幅

８
ｍ

程
度

（
立

木
伐

採
範

囲
の

制
限

）
○

斜
面

の
現

地
盤

の
縦

断
勾

配
は

最
大

1
4

度
を

超
え

る

借
地
範
囲

８
ｍ
程
度

那
珂

川
沿

岸
地

区
検

討
テ

ー
マ

②

⼭
林

部
で

の
斜
⾯

配
管

の
施
⼯

に
関

し
、
⽤

地
に

制
約

が
あ

る
中

で
、

斜
⾯

部
へ

資
材

を
搬
⼊

す
る

た
め

の
⼯

法
の

検
討

に
係

る
課

題
と

留
意

点
の

整
理

1
0
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那
珂

川
沿

岸
地

区
現

地
調

査
委

員
会

で
の

ご
助

言

検
討

テ
ー

マ
①

藤
井

川
に

架
設

す
る

仮
設

進
⼊

路
に

つ
い

て
、

基
礎

杭
の

施
⼯

に
よ

る
河

川
堤

体
や

推
進

管
へ

の
影

響
を

踏
ま

え
た

仮
設

計
画

の
検

討
に

係
る

課
題

と
留

意
点

の
整

理

○
左

岸
側

の
仮

桟
橋

す
り

つ
け

部
に

お
い

て
、

桟
橋

に
影

響
の

な
い

土
留

め
工

法
、

盛
土

方
法

を
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

○
土

質
調

査
結

果
の

デ
ー

タ
数

が
少

な
い

の
で

、
那

珂
川

地
区

の
他

の
工

事
の

土
質

調
査

結
果

等
を

参
照

し
て

は
ど

う
か

。

○
河

積
の

阻
害

率
を

満
足

す
る

範
囲

で
仮

設
桟

橋
の

ス
パ

ン
、

材
料

を
再

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

○
Ｈ

型
鋼

引
抜

き
後

の
処

理
を

セ
メ

ン
ト

ミ
ル

ク
以

外
の

ベ
ン

ト
ナ

イ
ト

や
砂

充
填

で
も

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

検
討

テ
ー

マ
②

⼭
林

部
で

の
斜
⾯

配
管

の
施
⼯

に
関

し
、
⽤

地
に

制
約

が
あ

る
中

で
、

斜
⾯

部
へ

資
材

を
搬

⼊
す

る
た

め
の
⼯

法
の

検
討

に
係

る
課

題
と

留
意

点
の

整
理

○
掘

削
が

深
い

箇
所

の
法

勾
配

は
、

土
質

に
合

わ
せ

て
検

討
し

て
は

ど
う

か
。

○
枕

木
の

固
定

方
法

及
び

転
倒

に
関

す
る

検
討

を
し

て
は

ど
う

か
。

1
1
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那
珂

川
沿

岸
地

区
現

地
調

査
委

員
会

で
の

ご
助

言

検
討

テ
ー

マ
以

外
の

事
項

○
発

進
立

坑
の

形
状

を
施

工
性

・
安

全
性

を
考

慮
し

て
見

直
し

て
は

ど
う

か
。

○
改

良
に

よ
り

鋼
矢

板
が

抜
け

な
く

な
っ

た
時

の
対

応
策

を
検

討
し

て
お

い
た

方
が

良
い

の
で

は
な

い
か

。

1
2
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前
歴

事
業

（国
営

三
方

原
用

水
農

業
水

利
事

業
）の

概
要

１
）

関
係

市
町

：
静

岡
県

浜
松

市

２
）

受
益

面
積

：
５

，
９

１
８

h
a

３
）

総
事

業
費

：
４

，
８

２
３

百
万

円
４

）
事

業
工

期
：

昭
和

３
５

年
度

～
昭

和
４

５
年

度
５

）
主

要
工

事
：

取
水

口
１

ヶ
所

幹
線

水
路

４
２

．
８

ｋ
ｍ

排
水

路
２

３
．

９
ｋ

ｍ
６

）
そ

の
他

：
国

営
三

方
原

開
拓

(S
2

0
～

S
3

5
)

A
 =

1
,3

5
8

h
a

天
竜

東
三

河
特

定
地

域
総

合
開

発
計

画
(S

2
6

.1
2

) 

１
．
秋
葉
取
水

口
２
．
導
水
幹
線

（
サ
イ
ホ
ン
）

３
．
導
水
幹
線

（
水
路
橋
）

４
．
導
水
幹
線

（
開
渠
）

５
．
南
部
幹
線

（
分
水
工
）

６
．
排
水
路

し
ず

お
か

は
ま

ま
つ

三
方

原
用

水
地

区
計

画
平

面
図

秋
葉

取
水

口

導
水

幹
線

北
部

幹
線

南
部

幹
線

浜
名
湖

１
）

前
歴

事
業

の
概

要

1
3

○
三

方
原

用
水

二
期

地
区
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１
）

施
設

の
老

朽
化

○
本

地
区

の
基

幹
的

農
業

水
利

施
設

は
築

造
後

４
０

年
以

上
が

経
過

し
て

い
る

こ
と

か
ら

、
ひ

び
割

れ
や

鉄
筋

の
露

出
、

目
地

か
ら

の
漏

水
な

ど
施

設
の

老
朽

化
が

進
行

し
て

お
り

、
農

業
用

水
の

安
定

供
給

に
支

障
を

来
し

て
い

る
。

ま
た

、
維

持
管

理
に

お
い

て
も

、
多

大
な

費
用

と
労

力
を

要
し

て
い

る
。

○
施

設
崩

壊
な

ど
が

発
生

し
た

場
合

に
は

送
水

を
行

う
こ

と
が

困
難

と
な

り
、

地
域

の
農

業
生

産
に

支
障

を
来

す
だ

け
で

な
く

、
上

水
（

約
3

2
万

人
）

、
工

水
（

約
1

0
0

社
）

へ
の

影
響

が
及

ぶ
こ

と
と

な
る

。

○
適
切
な
整
備
に
よ
り
施
設
の
延
命
化
が
図
ら
れ
、
将
来
に
わ
た
り
計
画
的
な
営
農
の
展
開
が
可
能
。

更
新

整
備

水
路
頂
部
の
亀

裂
や

ひ
び

割
れ

が
発

生
し

て
い

る
。

水
路
分
水
ゲ
ー

ト
の
老
朽
化
に

よ
り
性
能
低
下

が
進
み
水
位
調

整
機
能
な
ど
に

支
障
を
来
し
て

い
る
。

側
壁
部
の
鉄
筋

が
露
出
し
て
い

る
。

２
）

地
区

の
必

要
性

・
緊

急
性

1
4
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側
壁

崩
落

に
よ
る

崩
落

堆
積

堆
積

崩
壊

範
囲

２
）

大
規

模
地

震
対

策
○

本
地

区
は

、
南

海
ト

ラ
フ

を
震

源
と

す
る

大
規

模
地

震
が

想
定

（
地

震
防

災
対

策
特

別
措

置
法

に
基

づ
く

地
震

調
査

委
員

会
で

発
表

）
さ

れ
、

地
震

防
災

対
策

強
化

地
域

（
東

海
地

震
の

大
規

模
地

震
対

策
特

別
措

置
法

に
基

づ
く

）
及

び
、

地
震

防
災

対
策

推
進

地
域

（
東

南
海

・
南

海
地

震
の

防
災

対
策

特
別

措
置

法
に

基
づ

く
）

に
指

定
さ

れ
て

い
る

た
め

、
想

定
さ

れ
る

対
象

地
震

に
対

し
耐

震
対

策
が

急
務

。
○

大
規

模
地

震
に

よ
っ

て
送

水
停

止
と

な
れ

ば
、

地
域

の
農

業
生

産
に

支
障

を
来

す
だ

け
で

な
く

、
上

水
（

約
3

2
万

人
）

、
工

水
（

約
1

0
0

社
）

へ
の

影
響

が
及

ぶ
こ

と
と

な
る

。

土
砂

ト
ン

ネ
ル

の
被

害
想

定
（

地
震

時
）

開
水

路
の

被
害

想
定

（
地

震
時

）

被
害

イ
メ

ー
ジ

農
水
、
上
水
、
工
水
に
利
用
さ
れ
る

重
要

施
設

の
安

全
性

が
向

上
。

耐
震

対
策

緩
み

範
囲

緩
み
に
よ
る
施
設
の
崩
壊

1
5
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導
水
幹
線

秋
葉
取
水
口

南
部
幹
線

北
部
幹
線

１
）

関
係

市
：

静
岡

県
浜

松
市

２
）

受
益

面
積

：
3

,3
1

0
 h

a
（

水
田

6
3

8
h

a
、

畑
2

,6
7

2
h

a
）

３
）

総
事

業
費

：
約

1
7

3
億

円
（

共
同

事
業

費
含

む
1

9
5

億
円

）

４
）

共
同

施
設

の
ア

ロ
ケ

ー
シ

ョ
ン

：

農
水

：
工

水
：

上
水

＝
7

1
.9

：
1

8
.1

：
1

0
.0

農
水

：
工

水
＝

7
9

.9
：

2
0

.1

５
）

全
計

期
間

：
平

成
2

5
年

度
～

平
成

2
6

年
度

６
）

事
業

工
期

：
平

成
2

7
年

度
～

平
成

3
6

年
度

（
予

定
）

７
）

事
業

内
容

：
取

水
口

（
改

修
）

1
ヶ

所
用

水
路

（
改

修
）

L
＝

3
9

.2
k
m

水
管

理
施

設
（

改
修

）
１

式

導
水

幹
線
(ト
ン
ネ
ル
)

（
耐

震
対

策
・
改

修
）

秋
葉

取
水

口

（
一

部
耐

震
対

策
）

秋
葉

取
水

口
（
周

辺
整

備
）

北
部

幹
線
(暗

渠
)

（
改

修
・
補

強
）

調
整

池
（
改

修
・
新

設
）

導
水

幹
線
(開

水
路
)

（
耐

震
対

策
・
改

修
） 分
水

工
(ゲ

ー
ト
)

（
改

修
）

水
管

理
施

設
（
改

修
）

３
）

地
区

の
事

業
計

画

1
6
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三
方

原
用

水
二

期
地

区
検

討
テ

ー
マ

①

５
号

ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾊ
ﾟ
ｽ
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ
下

流
坑

口
部

の
施

工
に

あ
た

り
、

低
土

被
り

で
の

ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ
施

工
方

法
及

び
希

少
植

物
に

影
響

を
与

え
な

い
施

工
計

画
の

検
討

に
あ

た
っ

て
の

留
意

点
の

整
理

【
現

場
の

主
な

特
徴

】

○
無

筋
覆

工
に

必
要

な
土

被
り

の
確

保
が

困
難

○
下

流
坑

口
部

周
辺

に
、

希
少

植
物

（
オ

ト
ギ

リ
ソ

ウ
等

）
が

生
息

1
7

ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾊ
ﾟ
ｽ
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ

下
流

坑
口

部
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三
方

原
用

水
二

期
地

区
検

討
テ

ー
マ

②

５
号

バ
イ

パ
ス

ト
ン

ネ
ル

上
流

坑
口

部
の

工
事

用
進

入
路

に
つ

い
て

、
既

存
の

管
理

用
道

路
等

の
施

設
へ

の
影

響
を

最
小

限
に

と
ど

め
る

路
線

計
画

の
検

討
に

あ
た

っ
て

の
留

意
点

の
整

理

5
号

ﾊ
ﾞ
ｲ
ﾊ
ﾟ
ｽ
ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ
仮

設
ﾔ
ｰ
ﾄ
ﾞ

1
8

進
入

路
造

成
案

既
設

管
理

用
道

路
の

拡
幅

案

【
現

場
の

主
な

特
徴

】

○
既

設
の

管
理

用
道

路
の

幅
員

が
不

十
分

○
地

形
的

に
、

工
事

用
進

入
路

は
導

水
幹

線
水

路
の

左
岸

側
に

限
定

○
長

石
放

水
口

が
進

入
路

予
定

地
に

埋
設

長
石

放
水

口
横

断
部

導
水

幹
線

５
号

ﾄ
ﾝ
ﾈ
ﾙ
（

既
設

）
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三
方

原
用

水
二

期
地

区
現

地
調

査
委

員
会

で
の

ご
助

言

検
討

テ
ー

マ
①

５
号

ト
ン

ネ
ル

下
流

坑
口

部
の

施
工

に
あ

た
り

、
低

土
被

り
で

の
ト

ン
ネ

ル
施

工
方

法
及

び
希

少
植

物
に

影
響

を
与

え
な

い
施

工
計

画
の

検
討

に
あ

た
っ

て
の

留
意

点
の

整
理

○
仮

設
橋

に
つ

い
て

、
既

設
水

路
に

影
響

が
無

い
構

造
を

検
討

す
る

こ
と

。

○
植

生
保

護
範

囲
に

つ
い

て
は

、
粉

塵
の

影
響

を
受

け
な

い
対

策
を

検
討

し
て

は
ど

う
か

。

検
討

テ
ー

マ
②

５
号

バ
イ

パ
ス

ト
ン

ネ
ル

上
流

坑
口

部
の

工
事

用
進

入
路

に
つ

い
て

、
既

存
の

管
理

用
道

路
等

の
施

設
へ

の
影

響
を

最
小

限
に

と
ど

め
る

路
線

計
画

の
検

討
に

あ
た

っ
て

の
留

意
点

の
整

理

○
長

石
放

水
口

を
横

断
す

る
箇

所
に

つ
い

て
、

放
水

口
の

構
造

を
確

認
す

る
こ

と
。

検
討

テ
ー

マ
以

外
の

事
項

○
覆

工
ｺ
ﾝ
ｸ
ﾘ
ｰ
ﾄ
に

つ
い

て
、

骨
材

の
配

合
や

ス
ラ

ン
プ

等
流

動
性

に
つ

い
て

は
、

施
工

性
を

考
慮

に
入

れ
た

検
討

を
し

て
ほ

し
い

。

○
５

号
バ

イ
パ

ス
ト

ン
ネ

ル
上

流
坑

口
部

へ
の

工
事

用
進

入
路

の
線

形
に

つ
い

て
、

最
低

限
の

ダ
ン

プ
走

路
の

確
保

や
2

0
tの

低
床

ト
レ

ー
ラ

ー
が

入
る

こ
と

を
想

定
し

た
検

討
を

行
う

こ
と

。
1
9
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三
方

原
用

水
二

期
地

区
現

地
調

査
委

員
会

で
の

ご
助

言

検
討

テ
ー

マ
以

外
の

事
項

○
耐

震
性

の
検

討
を

行
う

箇
所

に
つ

い
て

は
地

盤
定

数
の

Ｃ
・

φ
の

定
義

を
明

確
に

し
た

方
が

よ
い

。

○
下

流
部

の
坑

口
の

耐
震

解
析

を
行

う
の

で
あ

れ
ば

、
ど

の
よ

う
な

解
析

を
す

る
の

か
明

確
に

し
て

お
い

た
方

が
よ

い
。

○
地

質
縦

断
図

や
ボ

ー
リ

ン
グ

結
果

が
あ

れ
ば

示
し

て
ほ

し
い

。
ま

た
、

地
盤

の
透

水
性

や
地

下
水

の
状

況
は

ど
の

よ
う

に
な

っ
て

い
る

の
か

。

○
工

内
で

退
避

で
き

る
区

間
を

3
0

0
～

4
0

0
m

に
１

ヶ
所

は
設

け
る

必
要

が
あ

る
。

ま
た

、
坑

口
の

ズ
リ

の
仮

置
き

場
に

お
い

て
、

ピ
ッ

ト
の

深
さ

を
１

日
の

作
業

量
を

考
え

て
計

画
す

る
必

要
が

あ
る

。
ま

た
、

縦
断

勾
配

と
地

質
を

考
慮

し
て

坑
内

の
排

水
に

つ
い

て
も

配
慮

す
る

必
要

が
あ

る
。

○
５

号
ト

ン
ネ

ル
上

流
坑

口
部

付
近

の
排

水
ヒ

ュ
ー

ム
管

に
つ

い
て

、
漏

水
の

可
能

性
が

あ
る

こ
と

か
ら

、
工

事
に

支
障

が
な

い
よ

う
取

り
扱

い
に

留
意

し
て

ほ
し

い
。

○
耐

震
性

の
検

討
に

あ
た

っ
て

、
内

陸
活

断
層

型
の

地
震

を
考

慮
し

て
は

ど
う

か
。

2
0

-161-



関
東
農
政
局
管
内
国
営
事
業
総
合
技
術
⽀
援

合
同
委
員
会

那
珂
川
沿
岸
地
区

平
成
30
年
2⽉

28
⽇

那
珂
川
沿
岸
農
業
⽔
利
事
業
所

資
料
３
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１

那
珂
川
沿
岸
地
区
の
概
要

検
討

位
置

(
水

那
幹

線
）

【
事
業
の
⽬
的
】

那
珂
川
沿
岸
農
業
⽔
利
事
業
で
は
、
御
前
⼭
ダ
ム
や
揚
⽔
機
場
を
新
設
し
て
周
辺
地
域
に
那
珂
川
の
⽔
を
供
給
す
る
と
と
も
に
、

⽼
朽
化
が
進
⾏
し
て
い
る
農
業
⽔
利
施
設
の
改
修
を
⾏
う
。

【
計
画
の
概
要
】

１
．
関
係
地
域

⽔
⼾
市
他
３
市
３
町
１
村

２
．
受
益
⾯
積

８
,６
１
７
ha
（
⽔
⽥
6,
68
7h
a、
畑
1,
93
0h
a）

３
．
主
な
事
業

ダ
ム
（
新
設
1箇

所
）
、
頭
⾸
⼯
（
改
修
1箇

所
）
、
揚
⽔
機
場
（
新
設
1箇

所
、
改
修
4箇

所
）

⽔
路
（
新
設
61
㎞
、
改
修
62
㎞
）

御
前
山
ダ
ム

(
H
2
4
年
完
成
)

高
根
幹
線
水
路

(
ﾀ
ﾞ
ｸ
ﾀ
ｲ
ﾙ
管
)
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２

検
討
テ
ー
マ

①
藤
井
川
に
架
設
す
る
仮
設
進

⼊
路
に
つ
い
て
、
基
礎
杭
の

施
⼯
に
よ
る
河
川
堤
体
や
推

進
管
へ
の
影
響
を
踏
ま
え
た

仮
設
計
画
の
検
討
に
係
る
課

題
と
留
意
点
を
整
理
す
る
。

②
⼭
林
部
で
の
斜
⾯
配
管
の
施

⼯
に
関
し
、
⽤
地
に
制
約
が

あ
る
中
で
、
斜
⾯
部
へ
資
材

を
搬
⼊
す
る
た
め
の
⼯
法
の

検
討
に
係
る
課
題
と
留
意
点

を
整
理
す
る
。

②
山

林
斜

面
部

①
藤

井
川

横
断

部

国
営
事
業
総
合
技
術
⽀
援
業
務

那
珂
川
沿
岸
地
区

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
.
j
p
/
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1
.
 
設

計
条

件

<
参

考
資

料
P
1
>

３

1
-
1
.

水
那
幹
線
水
路
藤
井
川
横
断
部
実
施
設
計
業
務
の
概
要

(
1
)
 
水
路
名
：
水
那
幹
線
水
路
（
成
沢
吐
水
槽
～
戸
崎
調
圧
水
槽

全
長
約
1
3
㎞
）
の
中
間
部
（
藤
井
川
横
断
部
）

(
2
)
 
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
形
式
：
セ
ミ
ク
ロ
ー
ズ
ド
タ
イ
プ

(
3
)
 
設
計
延
長
：
2
,
2
4
6
ｍ

(
4
)
 
設
計
流
量
：
0
.
5
1
1
m
3
/
s
 
（
8
月
第
3
半
旬
）

(
5
)
 
管
種
管
径
：
D
C
I
P
φ
6
0
0

(
6
)
 
付

帯
工
：
制
水
弁
2
箇
所
、
空
気
弁
工
9箇

所
、
排
泥
工
3箇

所

1
-
2
.
 
国
営
事
業
総
合
技
術
支
援
業
務
区
間

テ
ー
マ

①
（
河
川
横
断
部
）
：
藤
井
川
左
岸
へ
の
重
機
・
資
材
を
搬
入
す
る
た
め
の
仮
設
進
入
路
が
必
要

テ
ー
マ

②
（
斜

面
部

）
：
現
地
盤
の
傾
斜
は

1
4
°
を
超
え
る
た
め
、
斜
面
に
対
応
し
た
仮
設
工
が
必
要

①
②

藤
井

川

藤
井

川

右
岸

左
岸
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低
平

地

斜
面

丘
陵

地

１
.
 
設

計
条

件

1
-
3
.
 
地
形
・
地
質

（
１
）
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査

設
計

区
間

は
大

ま
か

に
低

平
地

、
斜

面
、

丘
陵

地
と

分
類

さ
れ

、
各

地
域

の
地

層
と

地
下

水
の

状
況

は
下

表
の

と
お

り
で

あ
る

。

過
年
度
工
事
（
上
流
）
に
お
い

て
、
地
下
水
が
湧
出

（
流
出
量
は

4
2
㍑
/
分
）

東
茨
城
台
地
（
那
珂
川
右
岸
段

丘
）
斜
面
中
腹
に
露
頭
す
る
硬

質
泥
岩
。
表
面
は
容
易
に
崩
せ

る
固
さ

低
平

地

斜
面

丘
陵

地

地
層

地
下

水
地

域

沖
積

層
の

腐
食

土
・

粘
性

土
で

Ｎ
値

１
の

軟
弱

地
盤

洪
積

地
盤

段
丘

礫
層

の
上

に
表

層
0
.
8
～

3
.
0
m
の

層
厚

、
Ｎ

値
２

洪
積

層
上

に
ロ

ー
ム

層
で

Ｎ
値

４
の

軟
弱

地
盤

G
L
-
0
.
2
0
 
～

 
-
1
.
3
0
m
で

確
認

基
盤

岩
層

と
表

層
付

近
か

ら
湧

水
を

確
認

G
L
-
3
.
0
 
～

 
-
9
.
7
0
m
で

確
認

低
平

地
斜

面
調

査
位

置
図

４

約
3
1
m 約

2
.
2
㎞
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１
.
 
設

計
条

件

５

1
-
4
.
 
現
場
の
諸
条
件

1
-
5
.
 
藤
井
川
左
岸
部
の
工
事
内
容

1
)
 
仮

設
道

路
2
)
 
推

進
工

（
さ

や
管

方
式

φ
8
0
0
m
m）

（
到

達
立

抗
の

仮
設

材
含

む
）

L
=
1
0
7
m

3
)
 
低

平
地

部
配

管
φ

6
0
0
m
m

L
=
1
5
0
m

4
)
 
斜

面
部

配
管

φ
6
0
0
m
m

L
=
2
2
1
m

1
-
6
.
 
工
程

工
程

計
画

は
1
0
.
5
ヶ

月
を

予
定

 
①

 
推

進
位

置
　

　
　

　
　

　
　

協
議

済
み

（
同

意
）

 
①

 
計

画
路

線
は

、
用

地
境

界
に

寄
せ

る
こ

と

 
②

 
河

積
に

対
す

る
阻

害
率

　
　

５
％

以
内

 
②

 
立

木
の

伐
採

は
、

最
小

限
に

す
る

こ
と

 
③

 
出

水
期

の
仮

設
橋

存
置

　
　

可

 
④

 
Ｈ

鋼
杭

の
堤

体
内

打
設

　
　

可

 
⑤

 
Ｈ

鋼
杭

の
引

抜
き

後
　

　
　

堤
体

内
は

ｾ
ﾒ
ﾝ
ﾄ
ﾐ
ﾙ
ｸ
で

穴
埋

め

 
⑥

 
堤

防
道

路
の

通
行

止
め

　
　

不
可

（
仮

廻
し

道
の

設
置

）

 
⑦

 
左

岸
の

築
堤

計
画

　
　

　
　

な
し

河
川

横
断

部
斜

面
部
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２
．

現
地

委
員

会
後

の
ま

と
め

現
地
委
員
会
の
助
⾔

検
討
項
⽬

検
討
結
果

①
軽
量
盛
⼟
⼯
法
の
適
⽤
を
検
討
す
る
。

②
近
傍
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
地
層
の
⼤
半
を
占
め
る
Ac

層
の
デ
ー
タ
を
追
加
し
て
統
計
処
理
を
⾏
う
。

③
仮
橋
の
構
造
規
模
を
⼩
さ
く
す
る
た
め
、
４
径
間
の

検
討
を
⾏
い
、
阻
害
率
の
チ
ェ
ッ
ク
を
⾏
う
。

④
H鋼

杭
の
引
抜
き
後
の
⽳
埋
め
⽅
法
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

⑤
既
設
道
拡
幅
案
に
つ
い
て
、
調
査
・
検
討
を
⾏
う
。

①
浮
⼒
に
対
す
る
安
全
性
が
確
認
で
き
た
発
泡
ｽﾁ
ﾛｰ
ﾙ⼟

⽊
⼯
法
（
EP
S⼯

法
）
を
採
⽤
す
る
こ
と
と
し
た
。

②
Ac
層
の
デ
ー
タ
数
を
追
加
（
ﾎﾞ
ｰﾘ
ﾝｸ
ﾞ２
→
４
箇
所
）

し
て
統
計
処
理
を
⾏
っ
た
。

③
阻
害
率
・
経
済
性
か
ら
3径

間
→
4径

間
に
改
め
た
。

④
セ
メ
ン
ト
・
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
混
合
材
を
引
抜
き
後
の

⽳
埋
め
に
⽤
い
る
。

⑤
経
済
性
で
は
、
既
設
道
拡
幅
案
が
仮
橋
よ
り
も
有
利

に
な
る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
地
権
者
の
意
向
を

確
認
し
な
が
ら
調
査
・
検
討
を
進
め
て
い
く
。

全
体
⼯
事
に
占
め
る
仮
橋
の
仮
設
割
合
が
⼤
き
く
な

る
た
め
、
他
の
進
⼊
⽅
法
と
し
て
、
既
設
道
を
拡
幅

し
て
利
⽤
す
る
案
を
検
討
で
き
な
い
か
。

①
左
岸
側
の
仮
桟
橋
す
り
つ
け
部
に
お
い
て
、

桟
橋
に
影
響
の
な
い
⼟
留
め
⼯
法
、
盛
⼟
⽅

法
を
検
討
し
て
は
ど
う
か
。

②
⼟
質
調
査
結
果
の
デ
ー
タ
数
が
少
な
い
の
で
、

那
珂
川
地
区
の
他
の
⼯
事
の
⼟
質
調
査
結
果

等
を
参
照
し
て
は
ど
う
か
。

③
河
積
の
阻
害
率
を
満
⾜
す
る
範
囲
で
仮
設
桟

橋
の
ス
パ
ン
、
材
料
を
再
検
討
し
て
は
ど
う

か
。

④
Ｈ
型
鋼
引
抜
き
後
の
処
理
を
セ
メ
ン
ト
ミ
ル

ク
以
外
の
ベ
ン
ト
ナ
イ
ト
や
砂
充
填
で
も
検

討
し
て
は
ど
う
か
。

2
-
1
.
 
テ
ー
マ
①
（
河
川
横
断

部
）

既
設
道
拡
幅
案
の
検
討
（
並
⾏
作
業
）

６
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現
地
委
員
会
の
助
⾔

検
討
項
⽬

検
討
結
果

①
レ
ー
ル
枕
⽊
（
⾼
さ
調
整
⽤
）
の
施
⼯
性
・

安
全
性
を
検
討
す
る
。

②
6m
管
を
運
搬
す
る
こ
と
が
で
き
る
⼤
型
モ
ノ

レ
ー
ル
の
検
討
を
⾏
う
。

経
済
⽐
較
を
⾏
っ
た
結
果
、
⼤
型
モ
ノ
レ
ー
ル
が

安
価
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
斜
⾯
部
の
運
搬
⽅
法

を
ｲﾝ
ｸﾗ
ｲﾝ
→
ﾓﾉ
ﾚｰ
ﾙ⾒
直
す
こ
と
と
し
た
。

【
経
済
⽐
較
】

イ
ン
ク
ラ
イ
ン

1.
00
（
6m
管
対
応
）

⼤
型
モ
ノ
レ
ー
ル

0.
97
（
6m
管
対
応
）

モ
ノ
レ
ー
ル

1.
28
（
4m
管
対
応
）

・
傾
斜
50
°以
内

・
重
量
物
(4
㌧
)の
資
機
材
が
運

搬
可

・
ｸﾚ
ｰﾝ
付
台
⾞
（
2.
5t
吊
）
が
使

⽤
可

・
径
80
cm
、
⻑
6m

の
⽔
圧
管

の
運
搬
・
設
置
の
実
績

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
再
検
討
に
お
い
て
新
技
術
の
情
報
を
⼊
⼿

新
技
術
の
検
討

N
E
T
IS
（
№
K
K
-1
0
00
8
0-
V
R
)

h
tt
p
:/
/w

w
w
.n
et
is
.m

lit
.g
o
.j
p

２
．

現
地

委
員

会
後

の
ま

と
め

イ
ン
ク
ラ
イ
ン
の
レ
ー
ル
敷
設
に
⽤
い
る
、
枕
⽊

の
固
定
⽅
法
及
び
転
倒
に
関
す
る
検
討
を
し
て
は

ど
う
か
。

2
-
2
.
 
テ
ー
マ
②
（
斜
面
部
）

７

大
型
モ
ノ
レ
ー
ル
（
特
徴
）
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３
.
 
現

場
の

特
徴

・
課

題
と

対
応

８

3
-
1
.
 
河
川
横
断
部
（
仮
設
進
入
路
）

特
徴

：
藤

井
川

左
岸

は
河

川
と

山
林

に
挟

ま
れ

た
農

地
→

 
左

岸
側

へ
大

型
車

が
進

入
で

き
る

道
路

が
な

い

課
題

：
左

岸
へ

進
入

す
る

た
め

仮
設

進
入

路
が

必
要

→
河

川
工

作
物

許
可

基
準

の
も

と
、

経
済

性
・

施
工

性
を

踏
ま

え
た

河
川

横
断

工
の

検
討

、
併

せ
て

、
既

設
道

を
拡

幅
し

た
進

入
路

計
画

の
検

討
が

必
要

対
応

：
検

討
１

出
水

期
も

通
行

可
能

と
す

る
仮

橋
計

画
を

策
定

検
討

２
既

設
道

を
拡

幅
し

た
進

入
路

計
画

を
併

せ
て

検
討

急
カ

ー
ブ

道
路

が
狭

い

河
川

横
断

工

右
岸

右
岸

左
岸

左
岸

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
.
j
p
/
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３
.
 
現

場
の

特
徴

・
課

題
と

対
応

3
-
1
-
1
.
 
仮
設
進
入
路
の
対
応

検
討
１

出
水
期
も
通
行
可
能
と
す
る
仮
橋
計
画
を
策
定

推
進

工
及

び
斜

面
工

の
施

工
工

程
か

ら
、

非
出

水
期

（
11

月
～

5
月

）
に

工
事

を
完

了
さ

せ
る

こ
と

が
で

き
な
い
た
め
、
出
水
期
に
仮
橋
を
存
置
さ
せ
る
仮
設
計
画
を
策
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

９

・
藤

井
川

河
川

整
備

計
画

・
藤

井
川

標
準

断
面

図

現
況
左

岸
部

は
無

堤

左
岸

右
岸

2
.
0
9
㎞
地
点

右
岸左

岸

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
.
j
p
/
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３
.
 
現

場
の

特
徴

・
課

題
と

対
応

1
0

既
設
道

3
-
1
-
2
.
 
仮
設
進
入
路
の
対
応

検
討
２

既
設
道
を
拡
幅
し
た
進
入
路
計
画
を
併
せ
て
検
討

全
体

工
事

に
占

め
る

仮
橋

の
仮

設
割

合
が

大
き

く
な

る
た

め
、

既
設

道
を

拡
幅

し
た

進
入

路
計

画
が

実
現

で
き
な
い
か
仮
橋
計
画
と
並
行
し
て
調
査
・
検
討
を
進
め
る
。

【
既
設
道
の
現
状
】

・
幅

員
１

～
２

m
程

度
の

林
道

で
あ

り
、

急
カ

ー
ブ

、
急

勾
配

の
箇
所
が
あ
る
。

・
拡

幅
に

は
立

木
の

伐
採

を
伴

う
。

・
ル

ー
ト

に
よ

り
最

大
8
0
0
m
程

度
の
進
入
路
と
な
る
。

h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
g
o
o
g
l
e
.
c
o
.
j
p
/
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３
.
 
現

場
の

特
徴

・
課

題
と

対
応

1
1

3
-
2
.
 
斜
面
部

特
徴
：

計
画

路
線

は
山

林
（

斜
面

）
→

 
立

木
伐

採
の

範
囲

を
最

小
限

に
す

る
必

要
（

借
地

範
囲

８
ｍ

程
度

）

課
題

：
用

地
制

約
が

あ
り

、
施

工
の

た
め

の
仮

設
道

路
が

造
れ

な
い

→
経

済
性

・
施

工
性

を
踏

ま
え

た
斜

面
運

搬
路

の
検

討
が

必
要

対
応

：
８

ケ
ー

ス
の

施
工

方
法

を
検

討
し

、
モ

ノ
レ

ー
ル

計
画

を
策

定

畑

借
地

範
囲

８
ｍ

程
度
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４
.
 
テ

ー
マ

①
（

仮
設

進
入

路
）

1
2

4
-
1
.
 
土
質
定
数
の
評
価

(
1
)
デ

ー
タ

の
分

布
H
6
及

び
H
2
8
の

室
内

試
験

で
得

ら
れ

た
全

て
の

試
験

結
果

を
縦

軸
に

深
度

、
横

軸
に

強
度

と
し

て
グ

ラ
フ

に
プ

ロ
ッ

ト
し

て
深

度
分

布
を

各
物

性
値

ご
と

に
整

理
し

た
。

・
湿

潤
密

度
及

び
粘

着
力

の
深

度
分

布
を

把
握

す
る

に
は

２
箇

所
の

デ
ー

タ
で

は
数

が
少

な
い

こ
と

か
ら

、
地

層
の

大
半

を
占

め
る

A
c
層

の
デ

ー
タ

を
近

傍
工

事
（

H
1
6
及

び
H
2
1
)
か

ら
収

集
し

、
４

箇
所

の
デ

ー
タ

を
プ

ロ
ッ

ト
し

た
。

・
バ

ラ
ツ

キ
の

大
き

い
粘

着
力

は
、

上
部

と
下

部
に

分
け

る
こ

と
と

し
た

。

H
28

H
6

B
r.N

o.
1

B
r.
N

o
.9

B
B A
g1

A
c

A
c

A
c

A
c

A
s

A
p

A
s

A
g3

B
RA
c

H
6
 
A
c

H6
 
A
p

線
形
（
粘
性
土
近
似
曲
線
）

H2
8 

Ac
H2

8 
A
s

H1
6 

Ac

H2
1 

Ac

湿
潤
密
度

深
度
分
布

図
粘

着
力

深
度

分
布

図
せ

ん
断
抵

抗
角

深
度

分
布

図
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各
層

の
せ

ん
断

強
度

設
定

結
果

単
位

体
積

重
量

設
定

結
果

各
層

の
設

計
N
値

設
定

結
果

４
.
 
テ

ー
マ

①
（

仮
設

進
入

路
）

4
-
1
.
 
土
質
定
数
の
評
価

(
2
)
デ

ー
タ

の
処

理
土

質
定

数
の

設
定

に
使

用
す

る
試

験
値

に
バ

ラ
ツ

キ
が

認
め

ら
れ

た
た

め
、

試
験

デ
ー

タ
を

整
理

し
、

統
計

処
理

法
を

適
用

し
た

。
1
）

統
計

処
理

法
に

つ
い

て
①

平
均

値
：

バ
ラ

ツ
キ

の
範

囲
が

小
さ

い
場

合
に

簡
便

で
有

効
な

方
法

で
あ

る
②

最
小

値
：

安
全

側
過

ぎ
る

可
能

性
が

あ
る

（
過

大
設

計
）

③
標

準
偏

差
に

よ
る

統
計

処
理

：
バ

ラ
ツ

キ
を

考
慮

し
た

設
定

と
な

る
本

件
で

は
、

①
法

ま
た

は
③

法
を

採
用

す
る

こ
と

と
し

、
③

法
の

統
計

処
理

方
法

は
下

式
（

土
質

デ
ー

タ
の

バ
ラ

ツ
キ

と
設

計
（

公
社

）
地

質
工

学
会

）
を

適
用

し
た

。
設

定
値

＝
平

均
値

－
（

標
準

偏
差

（
σ

n
）

/
 
2
 
）

2
)
変

形
係

数
設

定
方

法
は

、
設

計
N
値

を
用

い
て

、
「

柔
構

造
樋

門
設

計
P
7
9
」

に
示

さ
れ

る
下

式
よ

り
算

定
す

る
。

E
 
=
 
7
0
0
N
 
(
k
N
/
m
2
)
 
≒

 
0
.
7
N
 
(
M
N
/
m
2
)

1
3

設
計

基
準

(水
路

工
)P
2
45
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４
.
 
テ

ー
マ

①
（

仮
設

進
入

路
）

4
-
1
.
 
土
質
定
数
の
評
価

(
3
)
統

計
処

理
結

果
と

地
質

想
定

図
の

整
理

統
計

処
理

に
よ

っ
て

得
ら

れ
た

土
質

定
数

一
覧

表
に

ま
と

め
、

河
川

横
断

部
の

地
質

想
定

図
を

整
理

し
た

。

土
質

定
数

一
覧

表

A
c
層

を
上

部
と

下
部

に
分

割

1
4
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４
.
 
テ

ー
マ

①
（

仮
設

進
入

路
）

1
5

4
-
2
.
 
藤
井
川
横
断
工
法
の
検
討

藤
井

川
左

岸
へ

の
横

断
方

法
に

つ
い

て
、

仮
橋

工
法

及
び

仮
水

路
（

ハ
ウ

エ
ル

管
）

工
法

の
２

案
に

つ
い

て
比

較
検

討
を

行
っ

た
。

結
果

（
下

表
）

、
仮

水
路

工
法

（
ハ

ウ
エ

ル
管

）
は

出
水

期
に

撤
去

し
後

、
再

び
設

置
す

る
必

要
が

あ
る

た
め

、
経

済
性

や
工

期
へ

の
影

響
か

ら
不

利
と

な
る

。

仮
橋
工
法
を
採
用

ハ
ウ

エ
ル

管
：

耐
圧

ポ
リ

エ
チ

レ
ン

リ
ブ

管
J
I
S
 
K
 
6
7
8
0

・
水

量
Q=
43
.3
 m

3 ／
S
（

非
出

水
期

）
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３
径

間
と

４
径

間
の

比
較

結
果

3径
間

4
径

間

ク
レ

ー
ン

規
格

15
0t

1
00

t

H
50

0×
50

0
H

4
00

×
4
00

杭
長

 2
9
.5

m
杭

長
 3

1
.2

m

主
桁

P
G

-
Ⅰ

 B
 1

2
84

P
G

-Ⅰ
 B

 1
04

0

受
桁

H
90

0×
30

0
H

7
00

×
3
00

阻
害

率
3.

8 
<
 5

.0
%

3
.9

 <
 5

.0
%

経
済

性
1.

00
0
.9

5

評
価

採
用

H
鋼

杭

４
.
 
テ

ー
マ

①
（

仮
設

進
入

路
）

1
6

ク
ロ

ー
ラ

ク
レ

ー
ン

の
作

業
半

径
と

吊
り

能
力

2
7
.
1

2
0
0

採
用

1
5
0

2
0

2
6
.
8

2
4

2
7
.
8

1
0
0

1
4

規
格

(
t
o
n
)

作
業

半
径

(
m
)

吊
り

能
力

(
t
o
n
)

備
考

4
-
3
.
 
仮
橋
の
比
較
検
討

1
)
 
径

間
長

の
選

定
径

間
長

別
に

比
較

検
討

を
行

い
、

阻
害

率
及

び
経

済
性

か
ら

タ
イ

プ
２

（
9
.
0
m
×

４
径

間
）

を
採

用
す

る
。

2
)
重

機
の

選
定

ク
ロ

ー
ラ

ク
レ

ー
ン

は
、

Ｈ
型

綱
の

引
抜

き
時

荷
重

を
最

大
と

し
、

1
0
0
t
ク

レ
ー

ン
を

選
定

す
る

。
→

 
引

抜
き

時
荷

重
（

バ
イ

ブ
ロ

ハ
ン

マ
ー

6
0
K
W
級

）
ｸ
ﾚ
ｰ
ﾝ
ﾌ
ｯ
ｸ
重

量
＋

バ
イ

ブ
ロ

自
重

＋
杭

自
重

＋
起

振
力

1
/
4
 
＝

0
.
3
 
+
 
5
.
7
 
+
 
5
.
5
 
+
 
4
8
.
5
 
×

1
/
4
 
=
 
2
3
.
6
t
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４
.
 
テ

ー
マ

①
（

仮
設

進
入

路
）

4
-
4
.
 
仮
橋
配
置
計
画
図

河
川

横
断

中
心

線
の

上
流

に
仮

橋
を

架
設

し
、

資
機

材
の

進
入

路
と

す
る

。

1
7

出
水

期
存

置
の

対
応

①
仮

橋
桁

下
高

さ
河

川
構

造
令

第
64

条
よ

り
、

計
画

高
水

位
に

余
裕

高
さ

80
㎝

を
加

え
た

高
さ

以
上

と
し

た
。

②
阻

害
率

河
川

構
造

令
第

62
条

よ
り

、
５

％
以

内
と

な
る

径
間

長
を

採
用

し
た

。

➣
5径

間
（

H鋼
杭
4
0
0・

径
間

7m
）

5
.
5
%

＞
5
.
0
%

➣
4径

間
（

H鋼
杭
4
0
0・

径
間

9m
）

3
.
9
%

＜
5
.
0
%

(
採

用
）

➣
3径

間
（

H鋼
杭
5
0
0・

径
間

12
m）

3
.
8
%

＜
5
.
0
%

-179-



４
.
 
テ

ー
マ

①
（

仮
設

進
入

路
）

4
-
5
.
 
仮
橋
す
り
付
部
の
検
討

仮
橋

両
端

の
す

り
付

部
に

お
い

て
、

盛
土

方
法

の
検

討
を

行
い

、
仮

橋
に

影
響

が
及

ば
な

い
よ

う
軽

量
盛

土
工

法
を

採
用

す
る

。

軽
量

盛
土

（
発

泡
ス

チ
ロ

ー
ル

土
木

工
法

<
E
P
S
工

法
>
）

右
岸

左
岸

【
浮

力
の

検
討

】
１
．
浮
力

Ｕ
＝

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
厚

×
水

の
単

位
体

積
重

量
＝

2
.
4
5
m
×

9
.
8
K
N
/
m3

＝
2
4
.
0
K
N
／

㎡
２

．
上

載
荷

重
Ｐ

＝
盛

土
厚

×
砂

の
単

位
体

積
重

量
＝

1
.
5
0
m
×

1
8
.
0
K
N
/
m3

＝
2
7
.
0
K
N
／

㎡
３

．
安

全
率

F
s
＝

Ｐ
／

Ｕ
＝

2
7
.
0
／

2
4
.
0

＝
1
.
1
3

≧
 
1
.
1
 
･
･
･
Ｏ

Ｋ

【
浮

力
の

検
討

】
１

．
浮
力

Ｕ
＝

ﾌ
ﾞ
ﾛ
ｯ
ｸ
厚

×
水

の
単

位
体

積
重

量
＝

2
.
4
5
m
×

9
.
8
K
N
/
m3

＝
2
4
.
0
K
N
／

㎡
２

．
上

載
荷

重
Ｐ

＝
盛

土
厚

×
砂

の
単

位
体

積
重

量
＝

1
.
5
0
m
×

1
8
.
0
K
N
/
m3

＝
2
7
.
0
K
N
／

㎡
３

．
安

全
率

F
s
＝

Ｐ
／

Ｕ
＝

2
7
.
0
／

2
4
.
0

＝
1
.
1
3

≧
 
1
.
1
 
･
･
･
Ｏ

Ｋ

2
.
4
5
m

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

幅
1
0
0
㎝

ブ
ロ
ッ
ク

長
2
0
0
㎝

高
5
0
㎝

発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
標
準
寸
法

最
大

藤
井

川

軽
量
盛
土
（
E
P
S
）
の
両
端
部
は
、
1
.
5
m
を

覆
土
し
、
洪
水
時
の
洗
掘
防
止
の
た
め
、

土
木
シ
ー
ト
で
固
定
す
る
。

1
8
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４
.
 
テ

ー
マ

①
（

仮
設

進
入

路
）

4
-
6
.
仮
橋
杭
引
抜
き
の
影
響

(
1
)
推

進
管

と
の

離
隔

Ｈ
鋼

杭
引

抜
き

に
よ

る
影

響
が

推
進

管
へ

及
ば

な
い

よ
う

、
離

隔
を

確
保

す
る

。
影

響
範

囲
の

予
測

は
、

「
道

路
土

工
（

仮
設

構
造

物
指

針
）

」
に

準
拠

し
、

式
（

4
5°

+
 
φ

/
2
）

で
求

め
る

。
な

お
、

本
地

層
は

粘
性

土
で

あ
る

こ
と

を
考

慮
し

、
杭

先
端

か
ら

4
5
°

（
φ

=
0
）

の
影

響
線

と
す

る
。

よ
っ

て
、

推
進

管
と

仮
橋

中
心

と
の

離
隔

は
、

下
図

の
と

お
り

2
5
.
3
m
と

す
る

。

(
2
)
杭

引
抜

後
の

対
策

Ｈ
鋼

杭
引

抜
き

後
の

影
響

が
推

進
管

お
よ

び
周

辺
地

盤
へ

及
ば

な
い

よ
う

、
引

き
抜

き
後

の
穴

埋
め

対
策

を
施

す
。

穴
埋

め
は

、
セ

メ
ン

ト
ミ

ル
ク

に
ベ

ン
ト

ナ
イ

ト
を

混
ぜ

、
止

水
性

を
向

上
さ

せ
た

も
の

を
使

用
す

る
。

Ⅰ
：

仮
設
構

造
物

の
施

工
に

よ
る

地
盤

変
形

の
影

響
が

及
ば

な
い

と
考

え
ら

れ
る

範
囲

Ⅱ
：

仮
設
構

造
物

の
施

工
に

よ
る

地
盤

変
形

の
影

響
が

及
ぶ

と
考

え
ら

れ
る

範
囲

道
路

土
工

（
仮

設
構

造
物

指
針

）
P
5
9

４
５

°

２
５

．
３

ｍ

▽
2
.
3
2
0
ｍ

▽
Ｇ

Ｌ
7.
8
0
ｍ

（
最

深
河

床
）

土
被

り
5.
0
m

推
進

管
φ

8
0
0（

さ
や

管
）

内
挿

管
φ

6
0
0

Ｈ
形
鋼
杭

4
0
0
×
4
0
0
→

Ｌ
＝
3
1
.
2
m

（
根
入
長
2
7
.
0
m
）

1
9

Ⅰ
Ⅱ

L

4
5
°
+
φ
／
2

土
留
壁
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５
.
 
テ

ー
マ

②
（

斜
面

運
搬

路
）

5
-
1
.
 
地
質
想
定
図
の
整
理

2
0
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５
.
 
テ

ー
マ

②
（

斜
面

運
搬

路
）

5
-
2
.
 
斜
面
工
の
工
法
比
較

斜
面

部
の

施
工

に
つ

い
て

、
８

ケ
ー

ス
の

施
工

方
法

を
検

討
し

、
森

林
の

伐
採

範
囲

、
経

済
性

お
よ

び
施

工
性

か
ら

比
較

検
討

を
行

っ
た

。
比

較
の

結
果

、
大

型
モ

ノ
レ

ー
ル

（
2
.
5
t
吊
ｸ
ﾚ
ｰ
ﾝ
付

台
車

）
に

よ
る

施
工

が
最

適
と

な
っ

た
。

大
型

モ
ノ

レ
ー

ル

N
E
T
I
S（

国
交
省
／
新
技
術
情
報
提
供

ｼ
ｽ
ﾃ
ﾑ
）
登
録
技
術

登
録
名
称
：
超
大
型
モ
ノ
レ
ー
ル
（
単
線
軌
道
）

登
録
番
号
：
Ｋ
Ｋ
－

1
0
0
0
8
0
－
Ｖ
Ｒ

➣
動

力
車

3
条

式
ラ

ッ
ク

付
レ

ー
ル

を
走

行
し

、
駆

動
ピ

ニ
オ

ン
で

レ
ー

ル
の

ラ
ッ

ク
に

係
合

す
る

こ
と

に
よ

り
4
5
°

前
後

の
急

傾
斜

地
走

行
が

可
能

。
➣

特
別

仕
様

の
台

車
・
ミ

キ
サ

ー
台
車

（
1
m
3 ）

･
･
･
生

コ
ン

を
撹

拌
し

な
が

ら
走

行
可

・
3転

ダ
ン

プ
台
車

（
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